
219その他の動力クレーン等を起因物とする死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

小業種

労

働

者

規

模

1 2017 12 16~17

当社工場B棟において、製品（仕口+サイコロ）500～600㎏の

上部をクランプで吊り上げた際、荷振れを起こし、置いていた

材料との間に左足を挟まれ受傷した。

25 7 11209

30

～

49

2 2017 11
18～

19

昇降台を使用し4tダンプに積込作業を行っていた際、積込作業

が終了した為、昇降台を下げようと下方にあるスイッチを操作

しようとした。 スイッチ操作の為、降りようと昇降台横に設置

されている動力箱（モーターなどを収納している）に足を掛け

たところ、動力箱が濡れていた為足を滑らせ、動力箱の角で腰

を強打した。

49 1 80409
1～

9

3 2017 11
16～

17

配達をする為、青信号となったのを確認し横断を始めたところ

に、相手方（軽四輪）が赤信号に気付かずに直進し、右側面に

衝突され、負傷してしまった。

51 7 11204

30

～

49

4 2017 11
9～

10

薬品を配送するため走行中、トラックの後ろで荷崩れした音が

聞こえた為、トラックを停車して確認したところボイラーソル

トが荷崩れした際に、ラッピングされた20㎏工業用硝酸ポリ容

器も一緒に落ちた時に蓋が緩まり液が漏れてしまった。 硝酸が

付着したままのポリ容器等の荷物を保護具無しで慌てて積んで

しまった際に、膝・手に付着し負傷した。 数日経ってから火傷

がひどくなり、病院へ行ったところ入院することになった。

53 7 11209

100

～

299

14～
1温室1区画内で作替作業の主茎巻取機を操作中に主茎を引き寄 100



5 2017 11
15

せるウインチのロープが巻き取り中にずれた為、偏りを補正し

ようとロープに触れた時に右手が巻き込まれてしまった。

63 7 60101 ～

299

6 2017 11 2～3

耐震化等工事において、エレベーターオモリの交換作業中、電

動チェンブロックで吊り上げたオモリ（1枚30㎏）が、ピット

床面から約1500㎜上ったところでスリングベルトからオモリが

抜けバッファー頂部にバウンドした後、ピット内で作業を見

守っていた（500㎜～600㎜離れて）被災者左腕に当たり骨折

した。

62 4 30302
1～

9

7 2017 10
11～

12

巻き網の補修作業中、岸壁に上げていた巻き網をパワーブロッ

ク（網おくり機）で順送りに延ばしていた。 網送り機から巻き

網を取りはずすためブームを下げたところ、ワイヤーロープが

ドラムからはずれ、網送り機が揺れて、被災者頭部に激突し

た。

43 6 70201

10

～

29

8 2017 10
9～

10

工場内で製品の仕上げ作業中、製品（鉄板

940×1683×28、350kg）をマグネットで吊り上げたとき、鉄

板とマグネットの接触面のごみを取らずに吊り上げたため、マ

グネットから製品が落下し、左足指、左足甲を負傷した。

32 4 11209
1～

9

9 2017 10
18～

19

会社内で自動車を整備中、その場所が斜面になっているが、本

人がサイドブレーキをしていなかったため車両が動き出し、危

険を感じ自分で車両を止めようとした時、横にあった大型

ジャッキーに躓いた。

62 2 11701
1～

9

10 2017 9
13～

14

屋根瓦葺き替え工事現場において、瓦揚げ機で屋根上に上がっ

てきた瓦を右手で屋根に降ろしていた所、台車に乗っている瓦

が少なくなったので、地上で操作していた人が台車を上側へ動

かしたため、梯子をつかんでいた左手薬指が台車のコロと梯子

の間に挟まれてしまい負傷となる。

44 7 30202
1～

9

11 2017 9 8～9
漁船で操業中に甲板上で網揚げ作業をしている際に、ロープに

38 7 70201

10

～



ハッカーを掛け、巻いている所に右前腕が挟まった。
29

12 2017 8
14～

15

当社作業現場にて、単独で、ジャッキアップシリンダ（約5

㎏）を用いて外板の取付け作業を行っていた。 シリンダの受け

として角ピースを取付け、外板の位置決め調整をしていた際

に、角ピースの仮付け溶接が不十分であったため、角ピースが

外れたのと同時にシリンダが安全靴の保護されていない部分に

落下し（高さ約2m）、右足を負傷した。

53 4 11501

10

～

29

13 2017 8
10～

11

500tプレスのリフター台車で製品の集積後、別の作業者がリフ

ター台車を降下操作している途中で、被災者本人がリフター台

車内の治具を外す作業をしており、リフター台車に右足指を挟

まれ挫傷した。

21 7 11209

10

～

29

14 2017 8 8～9

ジェニーリフトにて枠組トラスを施工している最中に、安全装

置のセットが不十分であったためにジェニーリフトのバランス

が崩れ、転倒しかけたので慌てて左手で止めようとしたが、そ

のままジェニーリフトが床に倒れ、左手中指付根が挟まれてし

まった。

23 5 30209

10

～

29

15 2017 8 6～7

定置網漁業を操業中、油圧ドラムを使用し網を巻く作業をして

いる時に網に強く引っぱられたその直後から右腕に力を入れた

時に痛みを感じた。 操業を終え帰港した後も痛みがあった。

51 19 70201

10

～

29

16 2017 8
10～

11

船上でホタテ養殖の仮分散作業中であったが、三角篭を桁

（ロープ）に吊るし終わり、桁を船から離そうとしたときに

誤って桁と桁くいローラー（ロープを載せているローラー）に

左手指を挟んでしまい負傷したもの。

37 7 70209

10

～

29

17 2017 7 8~9

施工する太陽光発電の現場にて積み荷のコンクリートの蓋の降

ろし作業中トラックの荷台上で、ユニックが、横滑りしたため

トラックのあおりとキョウハン機に左足を挟まれバランスを崩

し転落しかけたが、ユニックを操作して挟まれた左足を外した

71 7 40301

30

～

49



が、内出血しひびが入った。

18 2017 6
11～

12

倉庫内天井クレーン撤去工事で、クレーン用電気配線を外した

時、絶縁体の碍子がぶら下がり、下で作業していた被災者の顔

に当たり、右目まぶた等を負傷した。

62 4 30201
1～

9

19 2017 6
14～

15

集煙部のケレン作業用足場が組み上がったので、足場の組立状

況の確認と塗装予定部の状態確認を、強力会社2名と設備チー

ム1名の3名で実施していた。 集煙部周りの足場を通行時に、

ウインチワイヤー滑車の間に左手を巻き込まれた。 救急車で病

院に搬送され、手術・加療中である。

48 7 30309

10

～

29

20 2017 6
20～

21

当社にて、約100㎏の円状の製品をホイストクレーンにて段取

りを行っていた際、製品の位置を直そうと再度吊り上げながら

手前に引き寄せた時、L字型のフックが製品から外れ、製品が

右足親指付近にかする様に落下した。

57 4 11502

10

～

29

21 2017 6
9～

10

工業用品製造課3号プレス機でHBパッキン1000Lをプレス作業

中、加硫終了後製品から中芯をウインチを使って引き抜く作業

で、右手にスイッチボックスを持ち、左手にフックを持ち

「下」のボタンを押してフックを中芯に誘導した。 途中にゲー

トがあるため一時停止しフックを通した後、作業再開した際

に、誤って「上」を押したため、フックとゲートの間に左手親

指を挟んだ。 停止後逆転させようとしたが、誤って「上」を押

し圧迫した。

25 7 10806

50

～

99

22 2017 4
9～

10

屋根工事の際、瓦上げ機の滑車部にワイヤーを通す作業中、リ

モコン操作を誤り、ワイヤーと滑車部に指を巻き込んだ。
55 7 30209

50

～

99

23 2017 4
14～

15

3階西面でALC建込の作業中、ALC版連用ウィンチを操作し版の

吊下しを行っていた際に、3FL+3500の高さに仮溶接されてい

たサッシ開口補強用のLアングル（L＝90×90×7L＝3350、約

30kg）にウィンチのチェーンが接触し、競った状態で操作を
19 4 30201

10

～



行ったためLアングルが衝撃で外れ、被災者の右前腕に落下し

た。

29

24 2016 12 8～9
沖の定置網に於いて、漁船で磯網の切り上げ作業中、右舷前方

キャプスタンに左手第1～4指を巻き込まれ負傷した。
68 7 70201

10

～

29

25 2016 12
10～

11

漁港にてブロック入れ作業中にロープを巻いており、その時に

ロープに腕を引っ張られ、急いで巻き上げ機械を止めようとし

て、左腕を負傷した。

22 19 70209
1～

9

26 2016 11
13～

14

浚渫船Cのアンカーチェーンロッカー整備のため左舷ともの

チェーンを抜き出し揚錨船Bのウインチで巻き上げていたが揚

錨船Bを他現場で使用する予定が入ったため、揚錨船Aに

チェーンの端部を移し替える作業を行っていた時に、揚錨船B

側の繰り出しの速さと揚錨船A側の巻き上げの速さが不適切で

あったため、ワイヤーがV字に巻き上げられる状態となり、揚

錨船Aのアンカーローラーからワイヤーが外れ、揚錨船Aの甲

板上に立っていた被災者の左足甲が、甲板とワイヤーの間に挟

まれ負傷した。

58 7 50209

50

～

99

27 2016 11 7～8

就業先の給油場所に於いて、ローリングアームが引っ掛かった

状態で静止していたのを戻そうとした時、急に作動しスイング

ステージに接触した時に右手小指を骨折。

65 7 170201

100

～

299

28 2016 11
11～

12

船上にて、シラス漁の網揚げ作業中、ウィンチを使って揚げて

いたところ、左腕が掛かってしまい巻かれた為、負傷した。
44 7 70201

1～

9

29 2016 11
14～

15

団地内5号棟外部足場組立中、地上にいた被災者が荷上げ後の

ベビーホイストフックを降ろす際、フックが足場途中に引っ掛

かりその後、何かの拍子にフックが外れ、落下、頭部に直撃し

た。

31 4 30201

10

～

29

15～
事業所内に於いて、フレコン袋をリモコン付ホイストで吊り下 30



30 2016 11
16

げる作業中に、ホイストの金具部分が右手甲の小指に当たり負

傷した。

30 6 10805 ～

49

31 2016 11
9～

10

屋根材の荷揚機で屋根材道具類を荷揚中、ワイヤーが切れ重さ

約20㎏の荷台が落下したところを避けようとして左足を負傷し

た。

45 4 30202

10

～

29

32 2016 10
17～

18

1階屋根で瓦揚げ機解体中、1階屋根から瓦揚げ機の梯子に移っ

た際、ウインチの場所が傾斜で固定されていなかったため、後

ろにずれ地面に転落した。

45 1 30202

30

～

49

33 2016 9
15～

16

ポリ管取付工事のため荷台に昇る際、アウトリガーのジャッキ

に足を掛け、ポリ管受け金具に手を掛けたが、その手が滑り後

方に落ちた。その際、身を守ろうとして咄嗟に体をひねりなが

ら転落し、側溝の角で後頭部を強打した。

51 1 30301

10

～

29

34 2016 9
9～

10

回収先のスクラップ置き場にて、トラックの上でスクラップの

入った箱を開ける作業をしていた。右手で荷台についている荷

物を運ぶフックを持ち、トラック後方部に移動していた。足元

に鉄くずがある為、バランスを崩さない様に歩いていたが、

とっさにバランスを取ろうと左手でグラップルをつかんでしま

い、それに気づかず、運転手が装置を操作し、グラップルに挟

まり負傷した。

64 7 80109

10

～

29

35 2016 8
17～

18

1階エレベーターシャフト内にて、滑車を使いレールの巻上げ

を行なっていたが、返りのチェーンがレールにひっかかってい

るのに気づかず巻き上げをつづけていた。レールを誘導のため

に左手で揺らしたはずみで外れ、チェーンが一気に落下し、左

手手首にあたり負傷する。

40 4 30201
1～

9

10～

高層棟12階で外装の複層ガラスの取付け作業に従事していた。

ガラスを横長に立てた状態で専用台車に乗せて、12階外部スラ

ブ上を縦に起こすための電動ホイストの下まで移動した。ホイ

ストの吊りフックが動滑車を通して本体吊下げ用フックに掛
100



36 2016 8
11 かっていたため、20cm程地切りした時に、本体フックの外れ

止めに過重がかかって開き、吊りフックが外れてガラスが落下

した。その際、跳ね出しスラブ上で相番していた被災者は、ガ

ラスを床に右手の甲を挟まれ受傷した。

26 4 30201 ～

299

37 2016 8 8～9

人間ドックを受診するため、受診機関に出張中、建物のエスカ

レーターに乗る手前の段差でつまずき、バランスを取ろうと、

二、三歩踏み出したところで倒れてしまい、エスカレーターに

両手を着いたところ、右手を負傷した。

52 2 150102

50

～

99

38 2016 8
10～

11

外部電線の切断作業において、線を切るために線カッターを

持って重機の先端に乗り切断後、バランスを崩して約4m下の

地上に墜落した。

71 1 30202
1～

9

39 2016 8 4～5

出漁準備中、八尺（漁具）を機械で八尺投網機にセットする

為、船首方向にロープで巻き引っ張り込む作業をしていた際、

ロープが重ね捲きしてしまい右手、カッパズボンを巻かれ、右

腕肘関節を負傷。

33 7 70201
1～

9

40 2016 7
13～

14

地震災害ゴミ置き場にて、重機を操縦し、災害ゴミを車へ積み

込む作業をしている際、重機にて木くずを挟み込んだ瞬間に災

害ゴミの山から木片が1本弾き飛び出し、5m程離れた場所にい

た被災者の体の左半身を直撃した。

75 6 150102
1～

9

41 2016 7
9～

10

重機のアタッチメントを取り付けている時、本体とアタッチメ

ントが噛み合わずに引っかかったので、引っかかった部分を手

で取ろうとしたところ、引っかかった部分が取れてずれてき

て、左手中指を挟んだ。

63 7 150102

10

～

29

42 2016 7
15～

16

歩道に乗り上げた事故車をウインチで引き出す作業中、誤って

左手示指をウインチに巻き込まれ、受傷した。
26 7 11701

1～

9

43 2016 7
18～

工場の脱脂槽から、両ネジアンカーボルトが入った酸カゴを、

チェーンブロックを使って操作したとき、誤った操作をしてし
39 11 11204

30

～



19 まったため、急に酸カゴが落ち、熱湯があふれ、その場から逃

げたが、体の右側を火傷してしまった。
49

44 2016 6
10～

11

作業船上で、沖張り索接続時に使用した28mmワイヤ及び16m

ワイヤをウインチに巻き込んで回収していた時、作業船デッキ

上の起倒式ビット固定用金物に、16mmワイヤアイ部が張力で

絞られ、アイ部付近を持っていた左手人差し指を挟み受傷し

た。

27 7 11501

500

～

999

45 2016 5
15～

16

被災者はカッターレーボーイ内のベール排出を行い、飛散した

シートを片付け中にトランスファーベルトの片寄りを発見し

た。パレットリフターを上昇させその上でベルト片寄りの修正

を始めようとした時、制御室で異常を確認した共同作業者がか

けつけ二人でベルト片寄り修正の為、復旧作業を開始した。共

同作業者が、ベルトを手回しし、被災者が片寄り修正の為ベル

トを横に引っ張っていた際にバランスを崩し、ピットまで

1.1m下に転落し負傷した。

55 1 10601

100

～

299

46 2016 4
11～

12

沖で網を揚げる時、最初のロープを船首から途中のウインチを

介してワインダーで巻き込んで下に落し、ロープを輪にする作

業中、ロープの繋ぎてがワインダーに巻き付いたので、ワイン

ダーを止めずにはずそうとしたため手袋ごと左手首の上あたり

まで巻き込まれた。

42 7 70201
1～

9

47 2016 4
9～

10

工場内にて昇降装置のチェーン調整の作業中、チェーンを1

ピッチ移動させようと前後チェーンをホイストにて持ち上げた

ところ、チェーン自重の勢いで動いてしまい、スプロケットと

チェーンの間に中指と人差し指の先を挟んでしまった。

25 7 30302
1～

9

48 2016 2
11～

12

長屋根葺替工事で瓦の下材を昇降機で屋根に上げる作業中、リ

フトの上げ過ぎによりバランスを崩したコンパネ3枚が落ち、

そのうち1枚が左足に直接当たった為、負傷。

60 4 30209

10

～

29

定置網漁業にて操業中、定置漁具として海面に張った太めの



49 2016 2 8～9

ロープに細めのロープを結び付け、それを船上のウィンチで巻

き取って、スクリューを使わずに船体を移動させる際、ウィン

チではなく、操業以外の作業で二人以上で使う大型のローラー

をひとりで使ってロープを巻き取ろうとして、カッパ上着の袖

口などからローラーに巻き込まれた。

25 7 70201

10

～

29

50 2016 2 7～8

受傷者は刺網漁船の乗組員で揚網中、ドラム前で網を巻いてい

た際、右手が網にからまり、そのままドラムにかまれ負傷し

た。

32 7 70201
1～

9

51 2016 1
9～

10

電池充放電を行なう工程で、電池を入れたパレット昇降機の

チェーン交換を2人作業で行っていた。1人が、落下防止のス

トッパーを準備するため、待機するよう声をかけてその場から

離れた。その際にもう1人が、チェーンを外すとパレット昇降

機が落下する認識なく作業をしてしまったので、パレット昇降

機が落下し、昇降プレートとモーターの間に右手を挟まれ、受

傷した。

43 4 11409

500

～

999

52 2016 1
17～

18

送迎のため、施設玄関前でリフトを上げていた時に、リフトに

雪が付いていたので、右手でリフトをリモコン操作で上げなが

ら左手で雪をはらっていた際、アームと車輛のアームを納める

部分に左上腕をはさんでしまい、腕を挫傷した。

48 7 130201

10

～

29

53 2015 12
11～

12

ブース内にて塗装自動機の撤去を行っている際に、チェーンブ

ロックにて吊り上げられた撤去物がバランスを崩し、吊り上げ

用の移動式門型架台が反動で倒れ、負傷者の背中、腰部が挟ま

れ負傷した。

48 5 30302

10

～

29

54 2015 11
9～

10

国有林内で、同僚と2人で作業道開設の為、周囲を片付けなが

ら雑木等を伐っていた。ヒノキのすぐ横にあった雑木を伐った

あと退避していた。同僚がグラップルで動かしたところ、その

木の先が枯れていた為、途中から折れ、退避していた、自分の

方へ、はねて飛んで来た、よけきれず、頭にあたり負傷した。

56 6 60201
1～

9



55 2015 11
13～

14

屋根鉄骨仮受支保工を解体し、下部鉄骨架台部を移動中に、床

上の突起物を避けた反動で荷が被災者側に振れて、別のベント

構台下部鉄骨架台との間に挟まれて被災した。

60 6 30201
1～

9

56 2015 11
17～

18

被災者は、職長と共に車軸ウインチを装着したユニック車で

ロープ巻き上げながら、ケーブル延線作業の手元として作業に

従事していた。延線用ロープを束ねる作業をしていた被災者

は、職長が段取替え・確認のため持ち場を離れた間にロープを

触り、ウインチとロープの間に指をはさまれた。

66 7 30201

10

～

29

57 2015 11
15～

16

倉庫内において、資材、工具等の片付けを行っていたところ、

床に置いてあった工作機械をウインチで吊り上げ所定の位置に

移動させていたところ、工作機械が落下し左足を負傷した。

70 4 30107

10

～

29

58 2015 9 0～1

漁場で作業が終わり帰港のため、ペンドル（防舷材）をイカー

ル（巻上機）で操作中、ロープと巻上機の隙間に左薬指を挟

む。

20 7 70209
1～

9

59 2015 9
20～

21

駅において、2階から1階へのエスカレーターに乗った時、貧血

のため意識がなくなり、左側から倒れた。
50 2 11402

300

～

499

60 2015 9
13～

14

7t車輌に故障車輌を積載し修理工場に到着した。荷台をスライ

ドさせ、故障車輌を降ろした後、使用した車輌付属の巻上げ機

（以下ウィンチ）のワイヤーを巻き戻した際、巻き上げたワイ

ヤーが緩んでいた為、巻き直そうと、荷台上ウィンチの前、か

がんだ姿勢で、右手で原動レバーを操作し、ワイヤーを巻き上

げながら左手で、ワイヤーを左右に均していた時、ウィンチの

ワイヤー間に左手を挟まれ負傷した。

59 7 40301
1～

9

61 2015 8
14～

15

同僚3人と外壁ALC板建込み作業に従事。被災者が2階床面で

ALC板を吊冶具へセットする為、上部に設置しているウインチ

を引寄せた際、ウインチ本体がガイドレールから外れて落下

し、下部に居た被災者の左手に接触し被災した。

25 4 30201
1～

9



62 2015 8 8～9

倉庫にて、トラックより鋼材を荷下し中、ホイスト操作をして

いて、吊っている鋼材と置いてある鋼材のあいだで右手を挟み

負傷。

60 7 80109

50

～

99

63 2015 7
22～

23

製鉄所内において、製鋼窯炉の整備中、カセット着脱台車を上

昇させカセットを取り付けたところ、隙間が発生していた為、

台車上にライナーをセットし隙間調整を行うこととした。台車

を上下させて隙間を確認、ライナー位置を調整し、再度台車を

上昇させる際、指導員は「上昇する」と被災者に声をかけ台車

を上昇させたが、被災者がライナーを取り除こうとしていた

為、台車とカセットの間で指を挟まれた。

18 7 11001

50

～

99

64 2015 7
10～

11

金型をホイストで吊り上げ、移動させている時に、置かれてい

る金型の一部に接触し、その一部がスライド板から落下し、右

足の脛に当たった。

25 4 170101

500

～

999

65 2015 7
11～

12

収集車から不燃物を降ろすために収集車のテールゲートリフ

ター上に乗り、荷降ろし作業をしていた。他の者が安全確認を

怠り、テールゲートリフターの上昇ボタンを押したため、被災

者の右足先部分がテールゲートリフターと車体との間に挟ま

れ、負傷した。

64 7 150103

30

～

49

66 2015 6
16～

17

高所作業車に乗って、ケーブル引込工事作業終了時に、作業車

から降りようとした際に足を滑らせ、2mくらい下に右膝から

落下し負傷した。

41 1 170209

10

～

29

67 2015 5
16～

17

マンション新築工事現場で、造作大工が使用する材料を電動ホ

イストを用いて荷揚作業中、2Fに床材を取込む為、ベランダ手

摺に荷揚箱を仮置きした時に電動ホイストのフックが外れ荷揚

箱が落下した。その際、材料を取込んでいた被災者の手に落下

した荷揚箱が接触し、両手を負傷した。

22 4 30201
1～

9

68 2015 5 8～9
シラスを吊り上げる時に滑車と袋の間に右手小指の爪の部分を

15 7 70201
1～



挟んだ。 9

69 2015 5
11～

12

船台組立作業中に、連結ピン差込者が船台とピンの間に人差し

指を挟まれた。
70 7 11501

1～

9

70 2015 4
9～

10

ロボット試験場において、試験壁ローラー塗装作業中、右半分

を塗装完了後、左半分を塗装しようと左半分にワイヤーを掛け

替え、ゴンドラを上昇中、右上部滑車にワイヤーが巻き込み、

切断し、7～8mの高さから被災者が乗っていたゴンドラが地面

へ落下した際、右足を骨折、頭を負傷した。

34 1 11702

30

～

49

71 2015 4
14～

15

4階の荷物をおろすため電動ウインチを使用していたが、何か

のはずみでウインチがはずれ、ウインチと荷物が落ち、荷台で

リモコン操作をしていた被災者は、軽トラから飛びおりた。

32 4 30202
1～

9

72 2015 4
13～

14

ベビーホイストを設置し、始業前点検を実施した際、操作者が

被災者の指示で操作スイッチを押したが作動せず、被災者が修

理を試みたところ、ワイヤーが巻き上げられ、ワイヤーと一緒

に被災者の指がクッションゴムの中へ巻き込まれ被災した。

34 7 30209

10

～

29

73 2015 4
9～

10

場網作業中、ドラム前でスチ取りをしていたところ、誤って右

腕をドラムに捲かれ負傷した。
64 7 70201

1～

9

74 2015 3
9～

10

機械式駐車場内にて定期点検をしていた際、駆動チェーンを廻

しながらスプレーを塗布している時に、添えていた左手の手袋

の先が駆動チェーンに引っかかり巻き込まれ、左手指を負傷し

た。

33 7 150101

50

～

99

75 2015 3
10～

11

海苔の漁場にていかりの撤去作業を行っていた。ローラーで

ロープを巻き上げている時に、ロープがからみ、それをはずし

ている際に右手親指がロープにはさまり受傷した。

47 7 70201
1～

9

76 2015 3
10～

11

備え付けリフトで約40～50㎏分の商品を降ろす最中、被災者が

完全にリフトが着地する前に商品を取ろうとした際、足先がリ

フト下にあり、はさみ込まれた。

51 7 80109
1～

9



77 2015 3
9～

10

屋根瓦交換工事のため、現場で使用する瓦揚げ機（幅50㎝、長

さ60㎝、高さ30㎝、重さ120㎏）の瓦揚げ用ウィンチのワイ

ヤーを左手に持ち、右手に機械を操作するリモコンを持って、

弛んだワイヤーを同機械に設置されたドラムに巻き直す作業

中、ワイヤーを巻き戻すべきところを、間違えて巻き取りの作

動をする方にリモコンのスイッチを押してしまい、ワイヤーを

持った左手をドラム方向に引っ張られて、ドラムに巻き取られ

たワイヤーの間に挟み込まれた。

19 7 30202
1～

9

78 2015 3
14～

15

テールゲートリフタ車の実験を行うため、実験室内において、

設計課員2人でテールゲート中央部の歪を測定するため、A（被

災者）が鋼尺を持ち、Bが歪寸法を測定していた。鋼尺の目盛

を読む為に、鋼尺に顔を近づけようとしてBがテールゲートに

体重をかけた瞬間、テストベンチ本体と共に約70度倒れ、Aの

腕がポストとテールゲートとの間にはさまれたもの。

42 5 11502

100

～

299

79 2015 3
14～

15

エスカレーターの中頃まで自動で降りているところ後ろから来

た人に道を開けてやろうと思い左側に寄ったところ、エスカ

レーターを踏み外し転落した。

54 1 80109

10

～

29

80 2015 2 8～9

一階の室外エスカレーターの清掃で、可動中の上りエスカレー

ターの右側に座って右手で右側のスカートガードを拭き上げな

がら、左手でパネルを拭き上げていた。左手で拭き上げていた

パネルに落としきれない汚れがあり、左手を伸ばし拭き上げよ

うとしたところ、上半身が右側に捻る状態になった。そのま

ま、バランスを崩し、下の踏み板に倒れ込み、とっさに右手で

身体を支えようとした際、体重がかかり、右手首を骨折した。

67 1 150101

10

～

29

81 2015 2
12～

13

倉庫外に設置してある荷物用昇降機において、荷降し作業中同

僚が誤って昇降機を降下させ鉄板と床面との間に左足つま先

（親指）をはさまれ負傷した。

47 7 40301
1～

9

修理車輌を引き取り時に車輌積載車のウインチを元に戻そう 10



82 2015 1
10～

11
と、ワイヤーを左手で握り巻き上げていた際に、ウインチの止

め方がわからなくなってしまい、左手を巻きこみ負傷した。

31 7 80202 ～

29

83 2015 1
14～

15

クラッチオーバーホール作業に伴うトランスミッション取り付

け作業を手順通りに実施中、トランスミッションを吊り下げ上

昇時に、吊り下げ工具であるチェーンブロックを支承していた

枕木が破損しチェーンブロックごとトランスミッションが落

下、直下で作業中であった整備士に接触し負傷した。

26 4 40202

100

～

299

84 2015 1
10～

11

太陽光発電所構内配電線の架線作業中にシャフトウインチ車を

使用し、ロープ引き抜きによる延線工事を行っていた。ロープ

の接続部がドラム内で絡まったのでフットスイッチから足を離

し、回転を停止させた。張力のかかったロープが引き戻されな

いよう、しっかりと持ったまま、ドラム内の絡まりを取ろう

と、手を入れた時に、足元にあった、フットスイッチに足が

当ってしまい、わずかに回転した、ドラムとロープに手を挟ま

れた。

47 7 30302

10

～

29

85 2015 1
9～

10

受傷者は、駅構内でレール取卸機の向きを右積み用から左積み

用に替える作業に従事していた。3両のうち2両の交換作業を終

え3両目の支柱を浮かせローラーにて回転具合の確認をしよう

とした際、アーム取付け部のロックピンの装着を失念したまま

支柱を回転させてしまい、アームが反動で大振れし、バランス

を崩し受傷者側に転倒して地面との間で体を挟まれた。

37 7 30104

10

～

29

86 2015 1 4～5
沖合操業にて揚網作業中、右手中指をカキ石とドラムのチョウ

部に挟まれ負傷。
47 7 70201

1～

9

87 2014 12
17～

18

民有林間伐採事業現場において、間伐材の運搬作業を行ってい

た。午後５時頃フォワーダのブーム部のグリスアップを行おう

と荷台に足をかけたところ、スパイクピンの付いた長靴を履い

ていたため、荷台で滑り、転倒し、その際に荷台部で左足首を

32 2 60209

10

～

29



強打した。

88 2014 12
9～

10

新線線路内マクラギ上、レールガス圧接用の準備作業中、レー

ルを吊り上げ器で吊り上げ、半コロの上にローラーを挿入、

レールと吊り上げ器が転倒し、マクラギとレールの間に右足を

挟まれ、骨折した。

38 7 30104
1～

9

89 2014 12
14～

15

建屋内において１５００ｔプレスの搬入据付作業中、レッカー

と６０ｔリフターにて１５００ｔプレスを吊ってピット内へ入

れようとした際、バランスを崩し６０ｔリフターが倒れ、レッ

カーのフックが飛んできて、６０ｔリフターの上部とフックの

間に右足が挟まれ、右足膝下を骨折した。

40 5 40301

10

～

29

90 2014 12
11～

12

カニ篭漁業操業中、カニ篭の引き上げ作業をしていて、ロープ

を交わそうとし、誤ってドラムの間に指を挟んでしまい負傷し

ました。

42 7 70201
1～

9

91 2014 11 7～8

海上における船上にて網揚中、最後の魚だまりの網を船上に揚

げ入れるためデレッキで揚げていると、フック付の滑車に中指

と薬指を巻き込まれた。

65 7 70201
1～

9

92 2014 11
16～

17

Ｋ社所有のクレーンのウインチ点検・修理後、車を走らせた直

後、変な音がした為車から降りて車のウインチ点検中、誤って

チェーンで手を挟み、右手２・３・４・５指４本負傷する。

61 7 11009
1～

9

93 2014 11
11～

12

学校給食センター事業所において給食の配膳中、昇降機でワゴ

ンを上の階へ送る際、扉を下から上に開けようとして外扉を上

げたところ、時間差で閉まる内扉との間に右手中指が挟まり切

傷した。

34 7 10109

50

～

99

94 2014 11
9～

10

作業前にトラック後ろのアオリが歪んでいることに気付き、ア

オリを立ててウインチのフックをかけ歪みを直そうとウインチ

を巻き上げたところ、フックが外れ本人の眉間付近を直撃し

た。

62 6 40301

10

～

29



95 2014 11 8～9

プレスしたアルミサッシの固まり（約15kg位）をホイストク

レーンで資材置場のパレットまで移動させ下ろそうとした際、

アルミサッシが高さ約50cm位の所で外れてしまい左足の上に

落ち打撲負傷した。20日の受診まで市販の湿布薬を貼り痛みを

我慢していた。

51 4 11709
1～

9

96 2014 11
15～

16

送電線鉄塔建替工事現場において、電線撤去作業中に撤去用ワ

イヤを作動（巻き取り）したまま金車に設置していた二重防護

用ワイヤの手直しをしようとした際、金車に両手が巻き込まれ

指9本を切断した。

59 7 30301

10

～

29

97 2014 10 8～9

台船のロープを外すためウインチを緩めた時、係留ロープとワ

イヤーを締結しているシャックルがウインチの台座に引っ掛

かった状態でワイヤーが緩まりウインチドラムから逸脱した。

逸脱したワイヤーをドラム内に戻そうとしてワイヤーを素手で

掴んだ時、船の動揺でシャックルが台座から外れその瞬間ワイ

ヤーが張り、ワイヤーとドラムの間に左手指を挟まれた。人差

し指は指先圧迫裂傷、中指は第一関節を切断、薬指は第一関節

と指先の間を切断した。

24 7 30109

30

～

49

98 2014 10 7～8

海上での網上げ作業中、網と船をウィンチにて寄せ固定中、荒

天により波のうねりでの船の傾きとロープのはりが重なり

ウォーターレール（船の縁側）とロープの間に右手小指の第一

関節を挟み損傷した。

38 7 70201

10

～

29

99 2014 10
11～

12

投入機でコンクリートの打ち込み作業中、残りの量を確認する

為に、投入機に上がり確認作業中、操作を行うオペレーターが

もう下に降りたと勘違いしてコンクリート投入機を動かしたた

め左足がレールにあり車輪に挟まれて受傷した。

24 7 10901

30

～

49

作業場内中央部にてＡが塗装などの作業中にＢが天井クレーン

を操作していた。バッテリー式高所作業車を６．７ｍ以上に上

げていた。（天井クレーンは６．１ｍ）天井クレーン操作時安



100 2014 10
9～

10

全確認を忘れ、クレーンは用途外に使用するところだった。塗

装作業の近くで別の点検作業を行っていた。作業所内で天井ク

レーンを移動中、クレーンガードがステージを上げていた高所

作業車に接触して倒れ、近くに置いていた高所作業車に当た

り、破損した。その際ステージ上で塗装などの作業を行ってい

たＡがその場から退避するために抜け出そうとしたとき、頭や

首、腰などを打ったと考えられる。

30 1 170209
1～
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出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各起因物における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_18.html
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